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午前１０時００分 開議  

──────────────────────────────────── 

◎開議宣告 

○議長（杉本信一君） ただいまの出席議員は１６人であります。 

 定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

──────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名について 

○議長（杉本信一君） 本日の会議録署名議員には、会議規則第１２５条の規定により、

５番渡部議員、今村議員を指名します。 

──────────────────────────────────── 

◎日程第１５ 一般質問 

○議長（杉本信一君） 日程第１５ 一般質問を行います。 

 一般質問は、再質問より質問者の質問時間を３０分以内として、一問一答により行いま

す。 

 通告の順により発言を許します。 

 通告１番、秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） －登壇－ 

 通告書に従いまして、私のほうからは新庁舎建設に係る町の基本的な考え方について質

問をいたします。 

 遠軽の庁舎については築５０年が経過し、経年劣化が著しいことから、新庁舎建設基本

計画を策定し、現在、実施設計に向けた検討が進められています。町職員が、十二分に力

を発揮することができるような効率的な施設を目指すとともに、町民の皆様が利用しやす

い施設を目指すことは必然と考えます。現時点で、どのような方針の下に検討を進められ

ているのか、以下の３点について町の考えを伺います。 

 １点目としまして、今回の建て替え計画の重要な方針である現庁舎・教育委員会・保健

福祉課の新庁舎への集約については、町民の利便性向上に大きく寄与するものと考えま

す。さらなる利便性向上のため、窓ロサービスのワンストップ化が必要と考えますが、ワ

ンストップサービスの導入の検討に向けた町の基本的な考え方について伺います。 

 ２点目として、１１月１４日開催の臨時議会において、町から新庁舎の建設に向けた具

体的な方針が示されました。新庁舎の建設により、現教育委員会（旧法務局）と、げんき

２１の集約後の活用について検討が必要になってきますが、今後どのように活用を図って

いきますか。 

 ３点目として、遠軽の現庁舎と同時期に建設され、同じように経年劣化が進む丸瀬布と

生田原の支所庁舎についても、今後の施設の在り方について検討が必要と考えますが、ど

のように支所庁舎を維持管理していきますか。 

 以上です。 
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○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） －登壇－ 

 秋元議員の新庁舎建設に係る町の基本的な考え方についての御質問にお答えいたしま

す。 

 １点目の、ワンストップサービスの導入の検討に向けた町の基本的な考え方についての

御質問でありますが、保健福祉課及び教育委員会を新庁舎に集約することは、町民サービ

スの向上を図るためであり、また町民のニーズに合った便利で利用しやすい庁舎とするた

め、現在、職員による新庁舎窓口機能検討タスクフォースにおいて先進事例の情報収集の

ほか、北見市及び美幌町の庁舎を視察したところであります。ワンストップサービスに限

らず、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を含め、あらゆることを最大限活用す

ることについて指示しており、町民にとって最適な窓口サービスを検討しているところで

あります。 

 次に２点目の、教育委員会とげんき２１の集約後の活用方法についての御質問でありま

すが、職員集約後の施設の活用方法については、今後、有効活用に向けて検討してまいり

ます。 

 次に３点目の、今後における丸瀬布支所と生田原支所庁舎の維持管理についての御質問

でありますが、丸瀬布支所は築５３年、生田原支所は築４７年を経過し、両庁舎ともに老

朽化が進んでいる施設となっております。現在、行政改革において、公共施設の統廃合の

推進を重点取組事項として進めており、その方向性とともに将来の職員数なども見据え、

支所庁舎の在り方を検討してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） それでは、まず１点目のワンストップの質問のほうから、再質問

をさせていただきます。 

 町長の御答弁では、町民にとって最適な窓口サービスの検討をしてまいるということで

した。その中に、ワンストップサービスの部分というのが一定量含まれていることと思い

ます。現在の基本計画を見ますと、現在、ワンフロアストップサービス、ワンストップ

サービス、また中間のようなものから、現在３種類程度の中から検討を進められているよ

うですが、この３案の大きな差というのは来庁者の町民が動く場合、また、職員が能動的

に動く場合のそこが差ではないかと私は考えています。新庁舎という大きな転換期の中

で、町民に対して、少しでも効率的なサービスを提供するために、ぜひ町民の皆様にも庁

舎内での移動が著しく少なくなるワンストップサービスを中心に今後検討進めるべきと考

えますが、どのようにお考えでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 秋元議員の御質問にお答えをいたします。 

 先ほど、町長から答弁したとおり、現在はワンストップサービスに限らず、ＤＸを含め
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た形で町民にとりまして最適な窓口サービスを検討しているところでございます。 

 また、職員によるタスクフォースでは、先ほども町長の答弁でもありましたが、北見市

や美幌町の庁舎を視察したところでもありますので、職員それぞれの意見や印象などを持

ち寄るとともに、今後も庁舎の視察を検討しているところであります。窓口サービスの検

討をより進めることとしております。 

 引き続き、メリット、デメリットなどについて、比較検討などを行いまして、ＤＸの活

用も含めた検討を進めていくということで考えております。 

 なお、ＤＸの導入につきましては、費用が伴うこともありますので、補助制度の情報収

集につきましても、併せて検討していくということで考えております。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） 北見や美幌など先進地を視察されたということですので、先進事

例を参考に、ぜひ町民の皆様にとって、よりよい検討を進めていただければと思います。 

 続いての質問ですが、ワンストップサービス、またの名を、書かない窓口と言われてお

ります。これは職員の方々のヒアリングにより、様々な申請や手続きなどを一元化して行

うものであり、特に引っ越しや出産等の手続きが多種に及ぶものの申請手間が格段に減少

するというメリットがございます。しかしながら、ヒアリングや手続きの一本化により、

職員の皆様の負担が現状よりも少なからず増えていくところもいいところだけではない背

景としてあると認識をしております。 

 今回の質問作成に当たり、私のほうも、近隣のワンストップサービスを提供している自

治体を見てきましたが、どこの自治体も言われていたのが、担当する職員の皆様にいかに

分かりやすく仕組みを理解してもらうか。また、導入に当たっての研修機会の提供による

能力の向上が実施に向けた大きな鍵ですよと言われておりました。今後まだまだワンス

トップサービスの提供に向けて、手法や進め方など、時間は大いにあるので、課題は多い

かと思いますが、直接的に運用するであろう職員の皆様に対して、今後どのように理解を

求めて、研修の機会を提供していく予定でしょうか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 御質問にお答えをいたします。 

 職員の研修機会というような御質問でございますが、ワンストップの運用であります

が、様々な申請業務を１か所で済ませることができる窓口の場合、来庁したお客さんは動

かずに１人の職員が数多くの手続きに対応する方法、またこのほか、お客さんは動かずに

それぞれ担当する職員が入れ替わりで対応することも考えられるところでございます。特

に１人の職員が数多くの手続きに対応する場合につきましては、専門的な研修の機会、こ

ういったものがあれば受講することも必要と考えるところであります。また、このほか

に、これまでの知識や経験のほか、あとはマニュアル化なども必要だと思われるところで

あります。研修のみならず、窓口サービスに対応する人材育成を総合的に進めていく必要
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があると考えているところでございます。 

 以上ございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） ぜひ、研修の機会については新庁舎の完成までに進めていただけ

ればと思います。 

 一つ目の最後の質問といたします。今回のワンストップサービス導入の検討に当たり、

まともに考えなければならない部分に、個人的に考えるところとして、総合支所、支所庁

舎とのシステムの連携があります。他自治体の先進事例を拝見しますと、ワンストップ

サービスは一庁舎にとどまらず、多数の施設でシステム管理の下、運用が可能で、支所庁

舎においても、各自治体の状況を見る限り導入可能と考えます。 

 現在の課題として、どうしても、遠軽の本庁舎でしかできない手続きがあり、丸瀬布や

白滝、生田原などから遠軽に手続きに来る場合が少なからずあるので、今後の検討で、ぜ

ひ、総合支所と連動したワンストップサービスも併せて検討していくべきと考えますが、

そのような考えはございますか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 支所との連携といった御質問でございますが、限られた職員

数の中で町民サービスをよりよく提供する必要があると考えております。例えば、パソコ

ンのカメラ機能ですとか、あとはウェブ会議の仕組みを使って本所と支所をオンラインで

接続し、支所に来ておりますお客様の手続きを、本所の職員がサポートすることについて

検討していくところであります。システムの導入にかかわらず、本所の職員がサポートす

る体制につきましては、今後さらに検討進めるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） 確かに、ワンストップに限らず、リモート機能を使ってやるとい

う考え、僕も頭になかったので、何にせよ各支所庁舎と本庁舎で大きな差が出ないように

今後検討を進めていただきたく思います。 

 続いて２点目の質問に移らせていただきます。 

 今後の活用については有効活用に向けて検討していくという非常に簡潔明瞭な御答弁で

したが、保健福祉課の機能を本庁舎に移すに当たり、現在げんき２１が抱えている赤ちゃ

んひろばや各種検診業務など、現在のげんき２１で行っているものの全てを新庁舎で行う

ことについては、コンパクトな建設費を抑えた新庁舎を目指すのであれば、げんき２１の

現在の施設の価値や意味等々考えても、少し難しい部分はあるのではないかと個人的には

考えております。このような施設の機能の集約に関わる問題については、実施設計に入る

今の、この間、議決させていただきましたけれども、今の段階で一定量論じていなければ

ならない問題と考えますが、その点についてはどのようにお考えでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 
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○総務課長（堂前政好君） 今後のげんき２１の活用方法についての御質問でございます

が、げんき２１の活用方法につきましては、今後、有効活用に向けて検討を進めていると

ころでございます。 

 現在、げんき２１では秋元議員御質問のとおり、各種検診やげんきひろば、赤ちゃんひ

ろばなど、様々な事業を行っているところであります。今後のげんき２１の活用方法にも

よりますが、げんき２１でそのまま事業を実施するのか、またほかの施設や新庁舎におい

て事業を実施するのかどうか、各事業の実施場所などにつきましては今後検討するところ

でございます。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） ぜひ今後に向けて、どのような形で運用するかによって建物の規

模等も変わってくる部分があると思うので、検討を進めていただければと思います。 

 続いて、教育委員会のほうも聞きたかったことあったのですけれども、先ほど簡潔明瞭

な答弁をいただいたのでしないで、２点目の最後の質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 私が唯一、少し懸念をしているのは、新庁舎建設後の公文書の今後の保存についてであ

ります。合築により、各施設で保存しなければならない公文書については永年保存しなけ

ればならないもの、また１０年以上保存、５年以上保存、あと１年等、様々あって、今後

移動に当たり、書類や電子データの管理の量が莫大になることから、今後どのように扱う

のかが非常に重要になってまいります。そのような今まで法律にのっとって保存してきた

ものを、今後新庁舎ではどのように保存を考えていますか。 

 ここで、このような質問をさせていただく意味というのは、現教育委員会の場所が今の

新庁舎建設の場所から近いというのもあって、今後、建設後の保存が必要な公文書の量を

鑑みたときに、新庁舎において、そのようなスペースを過大に設けるのが果たして適切か

というところが出てくるのではないかと考えております。現教育委員会に書庫という形に

なるのかどういう形になるのか分からないのですけれども、そういう保存などの検討や、

また今までに、この新庁舎建設に関わり、公文書の保存などについての検討を各課や行政

全体でされてこられましたかをお伺いします。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 公文書の保存についての御質問でございますが、公文書につ

きましては、それぞれ重要度に応じまして保存年限を定めているところでありまして、秋

元議員御質問のとおり、永年保存となる書類もあるところであります。 

 現在は庁舎内の書庫や旧警察署車庫の２階などで適切に管理しているところであります

が、年々保存場所を確保することが難しくなってきているところであります。今後の公文

書の保存、管理方法などにつきましては、現在具体的な方向性は定めておりませんが、公

文書管理システムによる電子化、また会議などでのペーパーレス化についても検討すべき
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であると考えているところであります。公文書の保存スペースが新庁舎の面積にも影響す

ることになりますので、今後さらに検討を進めるところであります。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） 今、電子化の部分も含めて、ＤＸ化も含めて検討を進めていかれ

るということでしたので、過大にならないような状態で保存をしていただく努力もしてい

かれればよろしいのかなと思います。 

 ３点目の質問に移ります。将来の職員数などを見据えた検討が、今後、支所庁舎の在り

方について必要だという御答弁だったかと思います。 

 ちなみに、今現在の支所庁舎で特に維持管理をしていく中で抱えている、厳しいと思わ

れる部分は経年劣化が進む生田原、丸瀬布支所ともにどの部分でしょうか。燃料代の高騰

などにより、灯油代、電気代の値上がりなど、今後ランニングコストのほうも上昇してい

くことにより経費の上昇が懸念されますが、この古い施設ならではのハードの部分の維持

管理の懸念はどのようなところを認識されていますでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 丸瀬布、生田原の両支所の庁舎の懸念しているところの御質

問でございますが、本庁舎同様に丸瀬布、生田原の支所庁舎につきましては老朽化が進ん

でいるところであります。両庁舎とも耐用年数につきましては５０年でありまして、丸瀬

布支所につきましては５３年、生田原支所は４７年を経過しているところでありまして、

経年劣化が著しく、懸念すべき点につきましては、あらゆる箇所の修繕や改修が必要と

なっているところであります。また、一方では燃料代や電気代の削減を図るため、事務室

の効率化を図りまして、経費の削減にも取り組んでいるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） あらゆる箇所ということで、私も地元なのであらゆる箇所知って

いるのですけれども、様々な維持管理に関わる厳しい部分については大きく理解をしてお

ります。 

 現在までに支所庁舎の維持に当たり、丸瀬布、生田原ともになのですけれども、他の遊

休施設などを活用し、業務を行う検討や調査をしたことについて、今までありましたで

しょうか。現在の施設状況を鑑みれば、建設という選択肢はおおむねないのははっきりし

ているのですけれども、今後そのような検討は必要になってくるのではないかと考えます

が、現在の段階での他の施設の活用についてはどのように考えていますか。 

○議長（杉本信一君） 堂前総務課長。 

○総務課長（堂前政好君） 支所庁舎の他の施設への活用という御質問でございますが、

これまで生田原支所につきましては、生田原駅の隣にありますオホーツク文学館への移転

を検討した経緯がございます。また最近では、丸瀬布支所につきましては、まるせっぷ厚
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生クリニックへの移転を検討したところでございますが、移転費用をはじめメリットが少

ないことから断念したところであります。引き続き、支所機能をほかの施設に移転するこ

とができないか、現在も検討を進めているところでありますが、最初の町長の答弁にもあ

りましたとおり、今後の行政改革の方向性や将来の職員数なども見据え、支所庁舎の在り

方について検討を進めていくところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 秋元議員。 

○２番（秋元直樹君） ぜひ、職員、そして地域の住民にとって大きな負担にならない選

択を今後検討いただければと思います。 

 最後に、今回の私の一般質問の大きなテーマである新庁舎に係る町の考え方全体につい

てお聞きし、やめたいと思います。 

 まず、新庁舎の建設に関しては現段階の決断に対して、私は大いに賛成をしています。

このタイミングでやらなければならないという財源的な部分についても十分に理解をして

いるところです。ぜひ、起債の期限までに建設を進めていただきたいと思っております。 

 最後に１点だけ、庁舎建設の是非の判断の部分についてお聞きしますが、町長より１１

月の臨時議会において、今後の財政運営の見通しが立ったことが建設に向けた決断をした

大きな要因という発言がございました。まさに町長がおっしゃるとおり、建設後に将来に

負担を残さない財政運営を図っていけるかが今回の庁舎建設の肝になる部分と私も考えて

おります。 

 そこでお聞きしますが、今回の建設の判断は新庁舎単独の建設費見込みの中で、起債の

将来的な返還額や一般財源からの持ち出し額を見た上で、個別の事業として建て替えの判

断をしたのか、それとも今盛んに進められている行政改革の取組の推移を一定量見通した

うえで、全体像の中で安定した財政運営が可能と見込み、町長が判断をしたのか、最後に

佐々木町長に今回の庁舎建設の判断の根っことなるその部分についてお聞かせいただい

て、私の質問を終わります。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） 庁舎建設に当たりましては、その時期と財政に与える影響、こ

れをやはり検討しながら見据えながら判断をしたところであります。 

 我々、今さら言うまでもありませんが、相当厳しい状況の中で合併をしてきて今があり

ます。何とか今やりくりしながら、ここまで合併後もってきました、町を。その中で、合

併した当初から私は２１年から町政あずかりました。大きな事業、ここも建物ですから、

建物というのはやはり必ず老朽化します。必要な施設については、やはりまた更新してい

かなければならない。しかし財政的に無理であれば、これ、何ぼ必要であってもできませ

ん。そういう中で事業をやってきました。旭野のごみの処分場があったために、メトロプ

ラザの建設も遅れました。突然出てきたわけですから。そのあと、道の駅です。道の駅

は、高規格道路がどんどんくる。そして、そこにロッジの老朽化もありました。高規格道
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路。そこもすごく短い期間、併せて、あれを造らなければいけませんでした。そういう中

で事業を、老朽化したものやってまいりました。それで、この庁舎についても約５０年た

ちますので、これはもう絶対にやらなくてはいけない。耐震化もされていません。災害対

策本部となる庁舎が耐震化になっていないのでは、本当に話にならないところでしたけれ

ども、やはりさっき言った事業だとか、どうしてもそういう時期にやらなくてはいけない

事業があった。そして、また学校の耐震化とかも先に優先してまいりました。そういう判

断をしていく中で、大きなものというのはやはり庁舎が残りました。そこでも先ほど言っ

たやはり時期と財政事情で、時期はこの時期というのは、議員おっしゃったように財源の

問題もあります。起債の問題。これは国の制度ですから、どうしてもなかなか動かせない

もので。その中で、ずっと、そこの財源を行使してきたわけです。様々な人とやって、最

初は制度改正のほうまで、ほかの町長さんからも同じような意見があったので、動いた時

期もありました。しかし、いろいろな方と御指導いただくなり、そういう中で制度改正よ

り、やはり今のタイミング、この時期でやるしかないという判断をしたわけです。これは

時期についてはそういう判断をした。あとは財政的な将来の見込みです。時期の判断もや

はり財政のバックなのですね。なので今の時期にやらなくてはいけない。あと、それが財

源である程度見通しがついても、やはり将来の負担というのはゼロではないのです。そこ

は常に、合併の危機感というものは私が一番強く思っていますから、必ず大きな事業をや

るときにはシミュレーションをかけます。その中で、起債の償還年限だとか、これから盛

り込まれるであろう、全くの想定ですよ、これは別に議会の皆さん方と話したわけではあ

りませんけれども、全くの大きな想定だとか通常来るようなものを入れた中で、これは今

やるタイミングだというような判断の下で実施をするというふうに判断をさせていただい

たということでございます。 

 この場を借りてお願いをしたいのですが、いろいろ財源の問題で、マイナンバーの問題

でございます。これは、先ほどから議員御質問があったので、お話をしたいと思うのです

が、ＤＸ関係で庁舎をそういうふうに進めていくには、どうしてもマイナンバーの取得率

が全国平均以上だとか、そういうような実は財源も、財源は一つではないですから、いろ

いろなもの、私、当たってきましたけれども、そういうものもありますので、今、関係各

位の皆様方にも遠軽町マイナンバーの取得率上げてくださいというお願いをしているとい

うことでございます。よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 以上で、秋元議員の質問を終わります。 

 通告２番、１３番、渡辺議員。 

○１３番（渡辺清夏君） －登壇－ 

 通告書に従いまして質問いたします。 

 新型コロナウイルス感染症を起因とする臨時休校や学級閉鎖に伴う保護者の負担軽減に

ついて質問いたします。 
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 新型コロナウイルス感染症の蔓延により、遠軽町でも保育所、幼稚園、小学校の休園や

休校及び学級閉鎖が余儀なくされています。この対策は感染防止の観点からも重要な対策

ではありますが、一方で濃厚接触者でなくても自宅待機を求められる場面が多々あるた

め、共働き世帯やひとり親家庭を中心に大きな負担となっています。 

 このような場合には多くの保護者が年次有給休暇を取得して休むことを選択しているか

と思います。状況によって自宅待機の期間に違いはありますが、全ての自宅待機の期間の

負担を保護者が負う今の現状に対して、町の施策が必要と考えますが、遠軽町独自の対策

案を用意する考えはありますか。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） －登壇－ 

 渡辺議員の新型コロナウイルス感染症を起因とする臨時休校や学級閉鎖に伴う保護者の

負担軽減についての御質問にお答えいたします。 

 新型コロナウイルス感染症を起因とする保育所の休所は感染の疑いのある子が対象とな

り、同じクラスであっても感染の疑いのない子については通常どおり保育の受入れを行っ

ているところであります。また、新型コロナウイルス感染症により、保育所を休まなけれ

ばならなくなったときには、国による小学校休業等対応助成金の制度がございます。保育

所に通わせている保護者もその制度の対象となっております。さらに、低所得や家計急変

となった子育て世帯へは児童１人につき、国５万円、北海道１万円の臨時特別給付金が給

付されておること等も鑑みて、遠軽町としての独自の対策は考えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） １３番、渡辺議員。 

○１３番（渡辺清夏君） 町長がおっしゃいました小学校休業等対応助成金は個人事業主

やフリーランスは対象外であり、またパート勤務の方は前月の勤務日数と照らし合わせて

の審査があるなど、受けれる人に制限があります。このように働き方や家庭によって状況

は様々であるため、その御家庭にどのような制度や支援が該当するのか役場にて個人の相

談に乗って対応してもらうことは可能でしょうか。 

○議長（杉本信一君） 太田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（太田貴幸君） ただいまの渡辺議員の御質問にお答えいたします。子

育て支援ということで私のほうからお答えさせていただきます。 

 先ほどありました個別の御相談、そういった窓口につきましては、子育て支援課として

も御連絡をいただければ、こちら相談に乗りますので、御理解いただきたいと思います。 

○議長（杉本信一君） １３番、渡辺議員。 

○１３番（渡辺清夏君） こういった相談に対応してもらえることを知らない保護者も多

いかと思いますが、個別の相談に対応するという案内はどのように保護者にお知らせして

いますか。 

○議長（杉本信一君） 太田子育て支援課長。 
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○子育て支援課長（太田貴幸君） 子育て支援課としましては、町のホームページ、そう

いったところに関係課等の案内等出しておりますし、あと、緊急を要さないものであれ

ば、広報等でもそういった内容等をお知らせしているところでございます。 

○議長（杉本信一君） １３番、渡辺議員。 

○１３番（渡辺清夏君） ホームページや広報にも掲載していると、今お伺いいたしまし

たが、それ以外でも周知してもらうことは可能でしょうか。例えば、対象の保育所や幼稚

園から、保護者宛てに手紙として配布できるように役場からそれらを用意してもらうこと

は可能でしょうか。 

○議長（杉本信一君） 太田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（太田貴幸君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 先ほどお話ありました、保護者へのお便り、そういった案内ということですけれども、

こちらとしてもそういったことを検討してまいりたいと思っております。 

 また、これは保育所ではないのですけれども、児童館の便りもありまして、そちらのほ

うには既に子育てに関するお悩みがあれば、ぜひ御相談くださいということで案内を差し

上げているところでございます。また、これ、私からのお願いなのですけれども、渡辺議

員におかれましても、何か子育て、まず困ったことなどですね、保護者の方から相談があ

れば、役場へ連絡をいただくですとか、あとはうちの子育て支援課等のほうに相談するよ

うに伝えていただきたいと思いますので、以上でございます。 

○議長（杉本信一君） １３番、渡辺議員。 

○１３番（渡辺清夏君） 私のほうからも保護者の方から相談がありましたら、役場のほ

うに相談を受ける体制が整っていることをお伝えしたいと思います。 

 それを踏まえて、最後の質問になります。感染が広がらないように自治体側も尽力され

ていることは十二分に理解しています。それと同じように保護者の方々の理解と御協力も

あって今に至りますが、休園・休校が複数回に及び、兄弟姉妹での学級閉鎖が相次ぐこと

によって有給を使い果たしてしまうことや日数が足りなくなることに不安を覚える保護者

の声が私のほうに届いています。新型コロナウイルス感染症以前と同じような周知の方法

ではなく、時代に合った細やかな対応が今後も必要となってきますが、今回だけでなく、

今後も保護者の方々への負担軽減に向けて、継続した周知を図っていただければと考えま

すが、いかがでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 太田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（太田貴幸君） ただいまの渡辺議員の御質問にお答えいたします。 

 それは子育て支援課としましても、継続的にそういった相談への対応はしてまいりたい

と思いますし、継続的にそういった案内、先ほどおっしゃったとおり、お便りに載せるで

すとか、そういったところを引き続き検討してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 以上で、１３番、渡辺議員の質問を終わります。 
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 通告３番、戸松議員。 

○６番（戸松恵子君） －登壇－ 

 通告書に従いまして質問いたします。 

 １、給食費の無償化について。 

 現在、諸物価高騰により、私たちの生活がますます厳しくなってきています。 

 特に、幼・少・中・高校生のお子さんがいる子育て世代の生活も大変です。子どもたち

の健康を守り、食育として大切な役割を果たしている給食ですが、幼・保育園で１人年間

約３万２,０００円、小学校で約５万円、中学校で約６万円の給食費を払っています。幼

・小・中学生の３人のお子さんのいる家庭では年間約１４万２,０００円ほどかかりま

す。実際３人のお子さんのいる家庭の実情をお聞きしたところ、そこは共働き世帯なので

すが毎月の支出が増えてきて、もう削るところがなく、仕方なく子どもの塾と好きな習い

事を辞めて、さらに保険を解約して支出を抑えるしかなかったそうです。 

 オホーツク管内では７市町村で学校給食費を補助したり、無償化している自治体があり

ます。子育て世代を応援する施策として、遠軽町でも実施する予定はありませんか。 

 ２番、来年完成予定の子ども広場の利用料を無料に。 

 町中で小さな子どもを連れて、気軽に遊びに行く場所が少なく、孤独な子育てでストレ

スを抱えている人がいます。令和５年１１月完成予定の子ども広場は、そんな子育て世代

に大きな期待を持って、待たれています。しかし、利用料が有料になるのではと聞いて、

がっかりしているという声もあります。子育て世代を応援する町として、利用料を無料に

する予定はありますか。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） －登壇－ 

 戸松議員の１点目の給食費の無償化についての御質問にお答えをいたします。 

 保育所給食費の無償化につきましては以前からお話ししておりますとおり、子育て支援

の期間は妊娠期から高校卒業までと考えております。本町におきましては妊婦への交通費

の助成や各予防接種の助成、新生児家庭への絵本の配布、保育所や認定こども園の保育料

の４割負担、また、部活動等の大会出場に係る助成など、各子育て期に対応した様々な支

援を実施しており、経済的負担の軽減を図っています。給食費の補助や無償化の実施の予

定はとのことですが、保育所の給食費については保育料と同様、国基準の４割を町の負担

としており、また、民間の認定こども園に対しても同様の負担をしておりますので、給食

費の補助や無償化などを実施する予定はございません。 

 次に２点目の、来年度完成予定の子ども広場の利用料無料にとの御質問にお答えいたし

ます。 

 施設の管理運営に係る部分や利用料などにつきましては、来年度の完成に向け、今後検

討を行ってまいります。利用料につきましては令和３年１２月定例議会においても答弁し

たとおり、完成後においての施設管理やランニングコストなど施設を維持するため、応分
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の負担はお願いしなければならないと答弁しておりますので、無料にする予定はございま

せん。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 河原教育長。 

○教育長（河原英男君） －登壇－ 

 戸松議員の給食費の無償化についての御質問にお答えいたします。学校給食にかかる経

費は、学校給食法第１１条において学校の設置者と給食の提供を受ける児童・生徒の保護

者がそれぞれ負担するように定められており、学校給食費については、保護者負担とされ

ております。 

 一方、経済的に困窮しておられる世帯の学校給食費については就学援助費制度により、

公費にて負担をしているところであります。学校給食費の無償化については、オホーツク

管内におきましても１市５町１村が無償化を実施し、１町が一部無償化しているところが

あることは承知しております。 

 本町の令和４年度の予算ベースで申し上げますと、学校給食費のうち保護者負担分は約

６,９００万円に上る見込みであり、無償化した場合には大きな財政負担を毎年負うこと

となります。本町の子育て世帯への支援策につきましては、子どもが生まれてから高校卒

業するまで、限りある自主財源の中で広範囲にわたり様々な行政サービスを行っていると

ころであります。教育委員会といたしましては、学校給食法第１１条に規定された経費区

分の原則にのっとり、学校給食費につきましては保護者負担が基本と考えており、無償化

などをする考えは持ち合わせておりません。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 戸松議員。 

○６番（戸松恵子君） 今、教育長さんがお話しになりました学校給食法１１条の件につ

いては私も承知しています。ただ、今、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付

金が各自治体に出ているのですが、文科省や国や道からは、今、父母の負担を減らすため

に、給食費の負担を減らすためにも使ってくださいということが来ているというふうに聞

いておりますので、遠軽町も実際、食材費の高騰分を今活用していらっしゃるということ

も聞いておりますので、大変よくその辺は分かっています。分かっていますというか、い

ろいろ努力されているのだろうなということです。 

 もう一つ驚いたのが、滞納している方がいらっしゃらないと聞いたので、それについて

もすごく担当の方が努力されたり、また親のほうも一生懸命、大変な中でも頑張っている

のだなというふうに実感しています。ただ、コロナ禍において臨時交付金を財源として、

せめて３人目は無料とか、または半額補助というところから将来的に検討していくことは

できないでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 佐藤教育部長。 

○教育部長（佐藤祐治君） ただいまの戸松議員の３人目のお子さんとか、そういった一
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部補助について予定しているかどうかという御質問だと思います。 

 先ほど、教育長が答弁したとおり、遠軽町におきましては様々な子育て支援ということ

で行政サービス行っておりますので、現在はそういった考えは持ってございません。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 戸松議員。 

○６番（戸松恵子君） 次に、２番目の子ども広場の件なのですが、先ほども言いました

コロナ禍の中で大変交流する場が減っているということと、私自身も子育てしているとき

そうだったのですけれども、どうしてもちょっと落ち込んだり悩んだりすることがいっぱ

いあったのですけれども、そんなときに気軽に行けて、子どものことで交流したり、楽し

く子どもたちの遊べる場所というのは本当にありがたいことだと思います。先ほどと同じ

ですけれども、お金の心配をしないで遊べるところというのが一番子育てを応援すること

になると思うのですが、先ほどの町長の答弁にも、施設の管理料ということようなことも

あると思うのですが、せめて子どもの分は無料にできないでしょうか。検討していただけ

ないでしょうか。 

○議長（杉本信一君） 太田子育て支援課長。 

○子育て支援課長（太田貴幸君） 戸松議員の御質問にお答えいたします。 

 先ほどの町長の答弁があるとおり、昨年１２月の一般質問にお答えしたとおり、やはり

相応の負担は必要だと考えております。町民の皆さんの財産になりますので、新たな施設

については末永く大切に使っていただくことを考えています。やはり、その中で多少の負

担は必要と担当課では考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 以上で、戸松議員の質問を終わります。 

 １１時まで暫時休憩いたします。 

午前１０時４９分 休憩 

────────────── 

午前１０時５８分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開いたします。 

 通告４番、１２番佐藤議員。 

○１２番（佐藤和徳君） －登壇－ 

 通告書に従いまして、御質問させていただきます。 

 部活動の地域移行について。 

 国は、少子化による生徒数減、部活動数減、指導や大会運営等教員の業務負担等、部活

動に関わる厳しい現状を踏まえ、部活動の適正化、地域との連携・協働、地域移行の方向

性を示しています。国のガイドラインには令和５年度から令和７年度末までの３年間を改

革集中期間とし、令和８年４月から休日の部活動は地域において行うことを目指すと発表

しています。遠軽町においても国や道の指針に沿って進めていく必要があると考えます
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が、遠軽町として部活動の地域移行を進めるに当たり、どのような取組を考えているのか

伺います。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 河原教育長。 

○教育長（河原英男君） －登壇－ 

 佐藤和徳議員の部活動の地域移行についての御質問にお答えいたします。 

 学校における部活動については生徒の自主的・自発的な参加による活動であり、学校教

育の一環としてスポーツや芸術文化の活動機会が得られるとともに、体力や技能の向上に

資するだけでなく、責任感、連帯感の涵養など、豊かな人間形成に大きく寄与しておりま

す。町内の中学校における部活動におきましても、その意義を実現するため、これまで、

教員の働き方改革や少子化を踏まえ、活動時間や休養日の設定、複数顧問の配置、外部

コーチの活用、部活動の精選、合同部活動の実施などに取り組んできたところでありま

す。近年の少子化や教師の業務負担の課題に対し、令和４年夏に運動部活動・文化部活動

の地域移行に関する検討会議から、それぞれ提言が出された中では、まず、休日における

部活動を段階的に地域へ移行することが示されており、スポーツ庁、文化庁では、これま

でのガイドラインを改定し、新たに「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に

関する総合的なガイドライン」の策定を予定しております。また、北海道教育委員会にお

きましても、国の新たなガイドラインを受け、仮称ではありますが「北海道部活動の地域

移行に関する推進計画」を策定する予定となっております。教育委員会といたしまして

は、部活動の地域移行に関する取組として町内の中学校における部活動の現状を把握する

とともに、新たなガイドライン等の策定を受けながら、令和５年度以降、学校、地域、そ

して関係団体等を中心とした協議会を設置し、管内的な状況も勘案しつつ、生徒にとって

望ましい部活動の在り方について慎重に協議、検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） １２番、佐藤議員。 

○１２番（佐藤和徳君） 協議会を設置するということで本当にそれが分かっただけで、

もういいかなと思うのですけれども、もう少しだけ御質問をさせていただきたいと思いま

す。 

 先ほど、教育長がおっしゃっておりましたスポーツ庁、文化庁での発行しているガイド

ライン、まだ案でございますけれども、その概要等、そして北海道教育委員会の推進計画

の素案ですね。その中ですけれども、国や道としては助言、調整、周知、広報、啓発とい

う言葉が並んでおりまして、バックアップをしていくということになっていると思うので

すけれども、遠軽町の部活動に関する協議会というものは、遠軽町教育委員会が主体と

なって主導権を取って、主導権を取るというか中心になって、協議会を運営していくとい

うことでよろしいでしょうか。 
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○議長（杉本信一君） 西総務課長。 

○総務課長（西 聡君） ただいまの御質問にお答えいたします。今後、地域移行に当

たっての協議会の設置を、どこが主体的に進めていくかという御質問でございますが、設

置につきましては、まずは教育委員会の学校を携わる総務課として考えていきたいと思っ

ておりますし、その後の展開におきましては社会教育も含めて、いわゆる教育委員会全体

で進んでいくというように考えております。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 以上で、１２番、佐藤議員の質問を終わります。 

 通告５番、山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） －登壇－ 

 山谷です。よろしくお願いいたします。 

 白滝遺跡群出土品の国宝指定について質問させていただきます。 

 旧石器時代の資料が、国宝になるのは全国で初めてであり、白滝の埋蔵文化財センター

にある黒曜石の石器群は国の重要文化財の指定を受けており、文化審議会において重要文

化財北海道白滝遺跡群出土品が国宝にふさわしいとの答申がされたこと、大変うれしく

思っています。長きにわたり関係された方々の地道な努力に心より敬意を表したいと思い

ます。今後、文部科学大臣が、文化財保護法にある世界文化の見地から、価値の高いもの

で、類いない国民の宝なるものを国宝に指定し、通知してくるものと思います。 

 官報の告示があったときから効力が生ずると思われますが、白滝ジオパークの魅力を観

光振興、地域活性化として地域振興につなげたいとコメントしていますが、町として、ど

のようなことを考えていますか。また、教育・文化活動へ活用したいとのことですが、具

体的内容があればお伺いいたします。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） －登壇－ 

 山谷議員の白滝遺跡群出土品の国宝指定についての御質問にお答えいたします。 

 １１月１８日に開催されました国の文化審議会において、重要文化財北海道白滝遺跡群

出土品を国宝に指定することについて、文部科学大臣に答申がありました。北海道では、

函館市の中空土偶に続く２例目であり、旧石器時代を代表する国内最古の国宝として学術

的価値が評価されたことは、非常に名誉なことであり感慨深いものがあります。郷土史研

究家である遠間栄治氏の資料収集をきっかけに、多くの関係者による調査研究や保護活動

の成果が実を結んだものであると思います。改めて深くお礼申し上げます。 

 白滝ジオパークの魅力を観光振興、地域活性化として地域振興につなげる町としての考

え方についての御質問でありますが、まず来年７月には芸術文化交流プラザを会場として

世界の研究者が集う国際黒曜石会議を開催する運びとなっております。当町が所有する日

本の宝の価値を国内外に発信する機会として大いに活用してまいります。また、今年度よ

り白滝地域の農家レストランのランチを提供する黒曜石ジオツアーを実施し、白滝じゃが
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や鹿肉などの地場産品と大地のつながりを紹介することで、参加者からも好評を得ている

ところであり、今後も国宝指定を弾みとして、より魅力的なツアーの企画や誘致を推進し

たいと考えております。 

 さらに、地域の事業者には特産品等開発支援制度を積極的に活用していただき、国宝に

ちなんだお土産品や特産品の開発にも、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。国宝指

定による認知度の向上により、多くの観光客等が本町に訪れると思われますので、この機

会を逃さずに観光誘客による地域活性化に向けて検討をしてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 河原教育長。 

○教育長（河原英男君） －登壇－ 

 山谷議員の白滝遺跡群出土品の国宝指定についての御質問にございました、教育・文化

活動への活用を考える具体的内容についてお答えさせていただきます。 

 まず、教育への活用についてでありますが、平成２２年度より遠軽町立白滝小学校にお

いて、地域の特色ある授業の取組として石育を全学年対象に、年２回取り組んでおり、野

外活動並びに体験活動を行ってきております。また、北海道遠軽高等学校では年３回のふ

るさと学の講義や文化財を含む地域の魅力を紹介し、さらに選択制授業、オホーツク風土

研究の白滝巡検では、実際に赤石山の八号沢露頭等を訪れる実地調査も行い、黒曜石の誕

生に至る過程について現地にて解説するなど、活用を図っているところであります。これ

までも、町内小中学校の社会科見学でも活用されているほか、修学旅行のルートとして取

り組んでいただいている学校もあることから、今回の国宝指定の答申に鑑み、さらに関心

が高まることが予想されるため、関係機関とも連携し、教育活動の推進に取り組んでまい

りたいと考えております。 

 次に、文化活動についてですが、白滝ジオパークと北海道白滝遺跡群出土品を含む文化

財の魅力を伝え、関心を高めるため、今後も情報発信などの取組に力を入れていくととも

に、貴重な文化財を後世に継承するための担い手育成にも引き続き取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） 実は、質問を出していながら、まだ指定が決まったわけではな

いのです。答申されたということで、ほぼそういう流れになるのだろうなというところで

質問を出したのはちょっと早計だったかなという気持ちがありながら、町長、教育長がコ

メントなされていたこと、町として観光振興、地域活性化、地域づくりにつくりたい、教

育長の教育文化活動、ジオパーク、つながりながらやっていきたいと。これは遠軽が今ま

でやってきていることでもあり、これからも十分大事なことだろうと思って質問をいたし

ました。なおかつ、こんな国宝という北の北海道、一番北に当たります。遠軽がそういう

誉れにあうという、楽しいうれしいような気持ちを理事者側と共有しながら、やり取りが



《令和４年１２月１４日》 － 19 － 

できたらなというふうに思ってはいるのですが、理事者側はそうはいかない、やはり責任

がありますので、その中で質問をさせていただきます。 

 観光につなげたいということで、遠軽には本当に資源といいますか、生田原にはちゃ

ちゃワールド、温泉もあります。遠軽には瞰望岩のコスモス、それから新しくできた道の

駅の展開、丸瀬布にはいこいの森、さらにジオパークがその中で黒曜石が国宝になるとい

うことで、観光という部分で考えると、国宝になるとやはり認知度はアップします。それ

は最高だと思います。それによって経済効果が生まれ、この遠軽のある４地域の資源、こ

れから国宝になることでどうやってつなげていくか。ちょっと、ぼおっとしかまだ分かっ

ていないのだろうと思うのですが、話せるところがありましたら、お聞かせください。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） 議員おっしゃっているとおり、まだ正式にはなっていないで

す。こういう話をすること自体もいいのか悪いのか含めて、これは国のほうにも了解を

取ったうえで、その上で話せることだけ話させていただきますけれども。 

 国宝にしたのは国ですから、別に町がしてくださいと言ったわけではなくて、国がその

価値があるということですね。これは非常に町としては名誉なことでありますが、我々と

してはやはり国宝になったというだけではなくて、やはり白滝地域を含めた遠軽町全体に

どういうような地域の活性化になるかということを私はそこまでいければいいなというふ

うに思っています。 

 ただ、今ちょっと浮かれているときに、やはりいろいろ冷静に考えなければいけないの

ですけれども、やはり現実はそんなにほかの地区も見ても、世界遺産見てもしかりですけ

れども、そんなに甘い話ではありません。ですから、そこら辺を今まだなっていないの

で、具体的には何をやるというのは決めていませんけれども、そこはいろいろな知恵を皆

さんで出し合って、地域の活性化につなげればいいなということしか今のところ答えよう

がないかなと思います。あと、事務的にはいろいろやらなければいけないことがあるの

で、そういうところにどれぐらい予算かかるかというのを今積算中であります。ですか

ら、いろいろなことがこれからちょっと財政的にも出てくる面もありますので、そういっ

たことを慎重に考えながら、何とか、せっかくの国宝ですから、利活用できればと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） 少しではありますが、町長から楽しい雰囲気のお話をいただい

ている感じがするのですが、本当に発表されますと、今、答申の段階ですけれども、結構

報道にも載ったりしています。町が先日、無料開放して結構人が集まったという話も聞い

ております。発表されると、国内ばかりでなく海外からもいらっしゃるということに夢を

持ちます。 

 ただ、国宝に指定されるであろう黒曜石群の埋蔵文化センターは白滝というところに
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あって、この交通手段、交通インフラといいますか、ＪＲ特急が白滝には止まる。それか

ら、高速バスが止まるのがあるぐらいで、決して便利とは言えない。今現在、遠軽から白

滝まで直通があるわけでないという部分もあります。 

 この交通的な流れを何か考える余地があるのかな。国宝になって、何かいろいろなお金

がもらえるのかなと、自分なりに調べてみましたけれども、そんなにやはり甘いものでは

なくて、ただ検討、そういうようなことも考えていかなければならないのではないかなと

いうふうに思いますが、この点も軽くお話しいただければなと。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） 例えば、交通アクセスの面も今お話にありましたけれども、そ

の前に、既にもうツアーが、札幌の大手の業者さんのほうで、この間、新聞、私も見せて

もらって、もう既に国宝白滝ツアーみたいなものを、バスツアーですけれども。もう既に

そういうものが、さすがに民間早いなと思いましたけれども、ボンと出ていますね。よく

読むと、昼食は遠軽の道の駅でと書いてあって。そういうことをどんどん旅行代理店だと

かそういうところにツアーを組んで、できれば、やはり経済的なものが欲しいですから、

宿泊もしてもらい、また食事もしてもらい、お買い物してもらう、またいろいろなアク

ティビティーもやってもらうというような、そういうツアーをやってもらうようにという

指示は担当の職員のほうに出してございます。 

 本当に、そういうふうになってくれれば一番いいなと。そして議員おっしゃったように

いろいろ遠軽の丸瀬布の公園だとかコスモスだとか、生田原とか回ってもらうと。そこま

でいけば、本当にもう国宝の、遠軽町にとっての国宝になるんだというふうに思っており

ます。その中で、交通アクセスの話でございますけれども、それについてはまさに本当に

ＪＲを使っていただきたいというのが遠軽町としての大事なお話でございます。今、今回

御質問にはありませんでしたけれども、ＪＲ石北線の存続については、これから本当に大

きな山場に入ってまいります。私、特に白滝・丸瀬布・生田原地区に行っては、とにかく

皆さん使ってくれと。はっきり言って、その方々が毎日乗ったってＪＲ北海道の巨額な赤

字を解消できるには、もう焼け石に水の額でありますけれども、やはり、そういった姿勢

を地元として見せることは必要だということも、ずっと訴え続けているのです。これ以上

深くしゃべりませんけれども、そういったこともありますので、確かに遠軽、人口がいる

ところからのあまり町民向けにやっても僕はちょっとどうかなと思うのですけれども、そ

ういったＪＲを主とした交通機関の利用につながればいいなとは思っているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） ＪＲの存続のことは質問していながら外れていて、ああ、そう

だよなというふうに今思ったところです。正直、このところの報道で、いろいろなことが

出ていて、赤石山のところに俳優さんが来て「世界ふしぎ発見！」とかいうやつで全国放
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送されたり、違うけれども、道の駅が全国放送でなされると。自分のことのように、遠軽

が出たらうれしく思います。その遠軽の中で、今、町長が言われたように、交通インフラ

大事。その中でＪＲ存続の話もあったので、そこら辺も全部ひっくるめて、町のいい方向

性で検討していただきたいなというふうに思います。 

 教育文化のほうでちょっとお伺いいたします。 

 今まで、私ども議員も新しい方はまだ行ってらっしゃらないかもしれないですが、赤石

山のほうを見させていただいたことが過去にあります。そのときに、赤石山の露頭を見さ

せていただいたときに、あちらのほうにあじさいの滝ってあるのですね。そこがぐるっと

周遊できるようなことができればいいななんていう話もして、ああ、本当だよな。ただ、

ここに来てというよりもちょっと観光的にはいいのかな。そこを楽しんでもらうのにはい

いのかなということと、山の上のほう、山の家ですか。あっちのほうに展望台みたいなも

のを造りまして、赤石山が見えるようなところがあるんですが、そのときに、今でいう頭

に残っているのはカルデラという言葉が残っているのですが、ちょっと教えてもらった

ら、火砕流台地という珍しい北見の地形でありまして、それも一つの先ほど町長が言われ

たように一過性でなくて滞在してもらってというふうなことでは、大変有意義な資源があ

るのではないかというふうに思うのですが、いまだにそこはさらに進化は遂げていないの

ですが、何か支障があって続けられないのだろうか。それだけちょっとお伺いします。 

○議長（杉本信一君） 松村ジオパーク推進課長。 

○ジオパーク推進課長（松村愉文君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 現在、赤石山の八号沢露頭や天狗平の展望地などにつきましては、黒曜石ジオツアーの

中で、当時の火山活動の痕跡を紹介するサイトとして参加者の方をバスで案内をして見学

をしていただいているところでございます。それらの見学と埋蔵文化財センターの展示室

の石器などの資料を見学することによって、この地域で起きた火山活動と人とのつながり

といったものが知っていただくということがツアーの一番の趣旨となっております。今年

度におきましては４回ツアーを実施して、４１名ほど参加者の方がいらっしゃいまして、

参加後のアンケートなどの内容からも非常に満足したという内容も得られておりますの

で、今後も引き続きそのようなツアーの継続や旅行会社等の誘致などにも力を入れてまい

りたいと考えております。 

○議長（杉本信一君） 山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） すみません、あじさいロードというのを聞いたことはあるのだ

けれども、あれができてないというのは何か支障があるのかなということも教えてくださ

い。 

○議長（杉本信一君） 松村ジオパーク推進課長。 

○ジオパーク推進課長（松村愉文君） ただいまの質問にお答えいたします。 

 今年度のツアーにおきましては、赤石山の八号沢露頭を見学地として実施したのです

が、あじさいの滝露頭につきましては、マイクロバスの進入が若干道路の状態によって難
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しいと判断しまして、今年度におきましては見学場所を八号沢露頭としましたが、今後に

おきましては、車両の選定ですとか、ツアーの定員などを検討しながら、アンケートの中

でも、またほかの場所も見学したいという要望もございましたので、さらにツアー内容を

充実させて来年度以降についても、あじさいの滝露頭なども見学場所として検討しなが

ら、ツアーの充実を図っていきたいというふうに考えております。 

○議長（杉本信一君） 山谷議員。 

○１０番（山谷敬二君） ツアーのこともそうですが、そういう楽しみ的なことがあると

リピートにつながっていくのですよね。経済効果は、先ほど町長も話をしてくれたよう

に、一過性ではなくて、滞在してもらって、いろいろ回って、できればリピートがあれば

本当にいい流れになるのかなと。ただ、これは本当に来てもらわなくては今後、多くの方

が来てもらって、先ほどお話しいただいた、もう民間の方がそうやってバスツアーをして

いるのだと。そういうのが大いになってきたら、また町のほうもいろいろな展開ができる

のだろうなというふうには理解はしています。そうなるように、ただ国宝だ、ほかの地域

より鼻が高くなっただけではいけないというふうに思っていますので、皆さんのほうでい

ろいろな知恵を出し合って、この展開がうまくいくように私どもも頑張りますけれども、

そこはお互い頑張って、せっかくすばらしいものを頂くので、お互いに協力してやってい

きたいなというふうに思います。（発言する者あり） 

○議長（杉本信一君） 山谷議員、できるだけ簡潔にしていただいたほうが、だいぶ長く

なっています。 

○１０番（山谷敬二君） 分かります。分かりますが、お伝えだけしておきます。 

 この国宝という形で皆さんがどれぐらい理解しているのか、簡潔に言えということです

が、簡潔に進めさせていただきます。 

 担い手のことを教育長がおっしゃいました。今現在、ジオパーク推進課ですか、ジオ

パーク課、ここには何て書いてあったかな。ジオパーク課と、それから白滝教育センター

の職員が併任している状態だと思います。教育長がおっしゃったように担い手の育成も必

要だと。埋蔵文化センターになるまでも非常に人のつながり、人間がやってきたことで、

大変御苦労なさっていると思うのですが、けがでお仕事ができなくなったり、いろいろな

こともありますので、この担い手育成、それから恐らく人が足りないのではないかなと。

また足りなくなるのではないかなというふうに考えます。この質問を最後に、そこら辺の

人員、教育、担い手をどう考えているか、教育長、どうですか。どんなふうに思ってらっ

しゃるかお聞かせいただいて、最後にいたします。 

○議長（杉本信一君） 河原教育長。 

○教育長（河原英男君） 山谷議員の質問にお答えさせていただきます。 

 担い手の確保及び担い手を育てることについて、具体的なプランというか考えを持ち合

わせているかという質問だと受け止めさせていただきました。 

 現在、御活躍をいただいているガイドツアー、道内外からお越しいただいた方々に赤石
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山の成り立ちや黒曜石についてのうんちくを語っていただいているわけでありますけれど

も、いかんせん高齢化が１年に２歳も３歳も年取っているのではないかという私も含め

て、このことが緊急でかつ重大な課題であります。 

 それから、児童・生徒に対しても、この間、平成２２年度から白滝小学校を中心に石育

として特別に取り組んでいただいてきているわけでありますけれども、子どもたちに対す

る期待で言えば、郷土のことを自分たちが一番知っているよと、僕も経験しているよ。白

滝で生まれ育った子供たちは、やがて全国に、あるいは全世界に飛び立っていくのだろう

と思いますけれども、白滝のことは僕に任せてよというような理解と造詣を持って巣立っ

ていただきたいなと。やがて、また帰ってくる機会があれば、温かく地域も、遠軽町の住

民も迎えると、そういうサイクルができればうれしいなと考えているところであります。 

 以上です。 

○議長（杉本信一君） 鈴木総務部長。 

○総務部長（鈴木 浩君） 職員体制について私のほうから若干補足をさせていただきた

いと思います。 

 現在、ジオパーク推進課、白滝教育センター、御質問のとおり併任という形で職員配置

をしてございます。両課とも専門的な知識を持った職員がふさわしい課になってございま

して、なかなかそういった職員の採用が難しい状況もございます。職員全体の中で、職員

数をいかにしていくかという議論もある中で、どうやって専門的知識を持った職員を確保

していくかというところも踏まえながら、今後も職員確保、育成に力を入れていきたいと

思っております。 

 また、国宝という視点で考えれば、ジオパーク推進課、白滝教育センター、中心になる

課というふうには思いますけれども、役場全体として、この機会を捉え、国宝をいかに役

場の行政に生かしていくかということを役場全体として考えていかなくてはいけないのか

なというように一方で考えております。 

 以上でございます。 

○議長（杉本信一君） 佐々木町長。 

○町長（佐々木修一君） すみません、私のほうからも。黒曜石、国宝だからというだけ

ではなくて、これ、もともとジオパークやり始めたときから、ずっと今も、ツアーとかほ

ぼ職員が付いていてやっているのですけれども、職員がずっとそんなことをやっていては

駄目なのですよ。やはり、民間の人がガイドになって、そしてその人たちが、おらが地域

の自慢話を自分も楽しくして、そして報酬も得ると、そういうサイクルを目指してやって

いるのです。それでうまくやっているところも私も行っています。例えば、これ以上はや

めますね。そういうようないろんな種類の、昼間御商売やっている、夜の御商売やってい

る方もいるのですよ。やはり、そういうことを目指して、組織をずっと立ち上げて、それ

もまたそこに組み直して、町も支援して、今、ジオパーク推進協議会というのをやってい

るのですよね。そこをもうちょっとやっていかないと駄目だと思うのです。そういう意味
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で教育長がそういう担い手も、やはり育成していかなくてはいけないなと言っている意味

でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（杉本信一君） 以上で、山谷議員の質問を終わります。 

 以上をもって、一般質問を終わります。 

 暫時休憩いたします。 

午前１１時４０分 休憩 

────────────── 

午後 １時０８分 再開 

○議長（杉本信一君） 再開いたします。 

──────────────────────────────────── 

◎散会宣告 

○議長（杉本信一君） 以上で、本日の日程は、全部終了しました。 

 本日は、これをもって散会とします。 

午後１時８分 散会 

  




